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５４の分野別施策
針路ごとに取り組むべき施策

12の針路
将来像の実現に向けて、時代の潮流に
  的確に対応するための方向性

将来像の実現に向けた基本姿勢
・埼玉版SDGｓの推進
・新たな社会に向けた変革

埼玉県の目指す

将来像
～２０４０年を見据えて～

令和4年度からの県政運営の基礎となる新たな総合計画として、「埼玉県５か年
計画 ～日本一暮らしやすい埼玉へ～ 」を策定しました。
本県は、昨年150周年を迎えましたが、今、時代の大きな転換点に差し掛かって

います。その中でも最大の課題は、人類が経験したことのない超少子高齢社会への
対応です。埼玉県の人口は今後減少し、75歳以上の高齢者人口が全国で最も速い
スピードで増加する見込みです。
医療・介護ニーズの増大や、地域の担い手不足などが懸念され、社会そのものの
在り方の転換を余儀なくされます。また、経済規模の縮小や働く世代への負担の増
加が想定される中、20年以上もの間、実現されなかった生産性の向上に向けた儲
かる経済への転換が求められています。
また、最近では、豚熱や令和元年東日本台風、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大など本県が経験したことのない危機に見舞われており、災害・危機管理対応も待ったなしです。
一方で、そうした危機が私たちの行動・意識・価値観に変化をもたらし、デジタル技術の活用を飛躍的に拡大・浸透さ

せるなど、新たな社会生活への変革が進む契機にもなっています。
このような時代の転換点にあたり、将来を見据え、埼玉県のあるべき姿の実現に向けた施策が不可欠です。変化の激

しい時代であればこそ、新たな価値観に対応し、2040年に向けた中長期的な視点を持って、今から取り組まなければな
りません。
今回策定した5か年計画は、私が知事に就任後、初めての総合計画として、今後進めるべき施策を体系的に位置付

け、未来に向けた私の思いを詰め込んだ計画です。私の目指す埼玉県の将来像は、あらゆる人に居場所があり、活躍で
き、安心して暮らせる社会である「日本一暮らしやすい埼玉」です。これは、SDGsの理念である「持続可能で誰一人取り
残さない社会」につながります。
同時に、官民問わずさまざまな分野で変革を促すデジタル・トランスフォーメーションを実践していきます。今年をポ

ストコロナ元年とし、この計画を基に、「ワンチーム埼玉」で先人が築き上げてきた埼玉県をさらに成長させ、未来に引き
継いでまいります。
大切なことは、計画を策定することではなく、そこで定められた各施策を真摯に実現していくことです。県民の皆さま

のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

時代の潮流
本県が置かれている社会経済情勢や時代の流れ

ごあいさつ

令和４年３月

地域別施策
各地域の特性や
現状を踏まえて、
取り組む施策

分野別施策に
示した取組を再編

計画の構成



将来像の実現に向けた基本姿勢

時代の潮流

埼玉県の目指す将来像

全ての施策を貫く横断的な視点として、２つの基本姿勢を反映します。

本県の将来人口の見通し 激甚化・頻発化する自然災害

今後、地球温暖化に伴う気候変動により
自然災害は更に激甚化・頻発化する懸念

新江川堤防決壊及び周辺状況（東松山市）（写真提供：(株)パスコ・国際航業(株)）

本県人口は間もなく減少に転じ、 
2040年には県民の3人に1人が高齢者

キャッシュレス
決済

行政のデジタル化

テレワーク

AI

推計→65歳～15～64歳0～14歳

●あらゆる危機の被害を最小限に抑えられる社会
●誰もが不安を感じることなく暮らすことのできる社会
●高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活を送ることができる社会

安心・安全の追究 ～Resilience～
レ ジ リ エ ン ス

将来像

1

● 力強くグローバルに活躍できる人材が育つ社会
●誰もが意欲と能力に応じて生き生きと活躍できる社会
●県内外から人を引き付ける魅力あふれる社会

誰もが輝く社会 ～Empowerment～
エ ン パ ワ ー メ ン ト

将来像

2

● 持続可能なまちづくりが進み、誰もが安心して円滑に移動できる社会
●豊かな自然に人が集まりにぎわう社会
●持続的な経済成長や雇用が実現する社会

持続可能な成長 ～Sustainability～
サ ス テ ナ ビ リ テ ィ

将来像

3

①埼玉版SDGsの推進
誰一人取り残さない「日本一暮らしやすい埼玉」の
実現を目指し、全施策にSDGsの基本理念やゴールを
リンクさせ、「ワンチーム埼玉」で推進していきます。

②新たな社会に向けた変革
新しい働き方や暮らし方の定着・加速に向けた支援

を進めるとともに、企業や行政のデジタル化を前提と
した社会全体のDXの実現を目指します。

日本一暮らしやすい
埼玉

DXで

行政事務
の変革

事業者サービス
の変革

県民サービス
の変革
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子供の居場所の数

380か所（令和2年度） 800か所以上 （令和8年度）

感染症専門研修受講者数

0人 （令和2年度末） 542人 （令和8年度末）

災害時連携病院の指定数

0病院 （令和2年度末） 35病院 （令和8年度末）

保育所等待機児童数

388人 （令和3年4月1日） 0人 （令和9年4月1日）

いじめの解消率

96.5% （令和2年度） 100% （令和8年度）

健康寿命

17.73年 （令和元年） 18.50年 （令和8年）

女性（30～39歳、40～49歳）の就業率

30～39歳

男

20.58年 （令和元年） 21.28年 （令和8年）女

71.6% （令和2年） 75.1% （令和8年）

40～49歳 76.3% （令和2年） 79.2% （令和8年）

県行政手続のオンライン利用率

21.5% （令和2年度） 50.0% （令和8年度）

埼玉版スーパー・シティプロジェクトに取り組む市町村数

0市町村 （令和2年度末） 46市町村 （令和8年度末）

S A I TAMAリバーサポーターズの個人サポーター数

0人 （令和2年度末） 24,000人 （令和8年度末）

企業（製造業）が生み出す付加価値額

4.8兆円 （令和元年） 4.8兆円 （令和8年）

販売農家数に占める販売金額1 , 0 0 0万円以上の農家数の割合

7.4% （令和2年度） 10.5% （令和8年度）

安
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災害・危機に強い
埼玉の構築

●危機管理・防災体制の再構築
●治水・治山対策の推進
●感染症対策の強化　など４施策

県民の暮らしの
安心確保

●防犯対策の推進と捜査活動の強化
●消費者被害の防止
●生活の安心支援　など６施策

介護・医療体制の
充実

●地域で高齢者が安心して暮らせる社会づくり
●地域医療体制の充実
●医師・看護師確保対策の推進　など５施策

子育てに希望が
持てる社会の実現

●きめ細かな少子化対策の推進
●子育て支援の充実
●児童虐待防止・社会的養育の充実　の３施策

未来を創る
子供たちの育成

●確かな学力と自立する力の育成
●豊かな心と健やかな体の育成
●多様なニーズに対応した教育の推進　など６施策

人生100年を見据えた
シニアの活躍の推進

●生涯を通じた健康の確保
●生涯にわたる学びの推進
●高齢者の活躍支援　の３施策

誰もが活躍し
共に生きる社会の実現

●就業支援と雇用環境の改善
●女性の活躍推進と男女共同参画の推進
●人権の尊重　など４施策

支え合い魅力あふれる
地域社会の構築

●多文化共生と国際交流のSAITAMAづくり
●地域の魅力創造発信と観光振興
●デジタル技術を活用した県民の利便性の向上　など６施策

未来を見据えた
社会基盤の創造

●住み続けられるまちづくり
●埼玉の価値を高める公共交通網の充実
●埼玉の活力を高める道路ネットワークの構築　の3施策

豊かな自然と
共生する社会の実現

●恵み豊かな川との共生
●資源の有効利用と廃棄物の適正処理の推進
●地球環境に優しい社会づくり　など７施策

稼げる力の
向上

●新たな産業の育成と企業誘致の推進
●変化に向き合う中小企業・小規模事業者の支援
●商業・サービス産業の育成　など４施策

儲かる農林業の
推進

●農業の担い手育成と生産基盤の強化
●強みを生かした収益力ある農業の確立
●林業の生産性向上と県産木材の利用拡大　の３施策

将来像 針  路 施  策

分
野
別
施
策

施策指標

新型コロナウイルス感染症の大きな影響からの回復を目指す目標値。



埼玉県企画財政部計画調整課
〒330-9301 埼玉県さいたま市浦和区高砂3-15-1  ℡048-824-2111㈹

詳しくは埼玉県ホームページ
「埼玉県5か年計画」のページをご覧ください。

地域別施策

埼玉県マスコット 「コバトン 」 「さいたまっち」　

県南ゾーン
圏央道ゾーン

県北ゾーン

南部地域

西部地域
東部地域

利根地域

秩父地域 県央地域

北部地域

南西部地域

さいたま地域

川越比企地域

主な交通軸 3ゾーンと10地域区分

南部地域 川口市立グリーンセンター（川口市）

南西部地域 難波田城公園（富士見市） 東部地域 吉川美南駅（吉川市） さいたま地域 彩の国さいたま芸術劇場

県央地域 元荒川の風景（鴻巣市） 川越比企地域 越生まつり（越生町） 西部地域 トーベ・ヤンソンあけぼの子どもの森公園（飯能市）

利根地域 権現堂公園（幸手市） 北部地域 旧渋沢邸「中の家」（深谷市） 秩父地域 岩畳（長瀞町）

都心からの距離に応じた県南・圏央道・
県北の３つのゾーンと、県民の生活圏と
しての一体性などから10の地域に区分
し、特性や課題に応じた施策を展開しま
す。


